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国
際
プ
ラ
ザ
が
札
幌
市
な
ど
と
構
成
す
る
「
さ
っ

ぽ
ろ
M
I
C
E
推
進
委
員
会
」で
は
、
小
樽
市
、
倶

知
安
町
、
ニ
セ
コ
町
と
の
共
催
に
よ
り
、
2
月
25
日

か
ら
3
月
1
日
ま
で
の
5
日
間
に
わ
た
っ
て
「
札
幌

/
北
海
道
M
I
C
E
コ
ン
テ
ン
ツ
・
マ
ー
ト
」を
開

催
し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
M
I
C
E
の
開

催
地
・
目
的
地
と
し
て
の
札
幌
お
よ
び
北
海
道
の
魅

力
を
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
た
も

の
で
、
日
本
を
含
め
10
の
国
と
地
域
か
ら
1
0
0
名

ほ
ど
の
業
界
関
係
者
を
招
き
、「
M
I
C
E
コ
ン
テ

ン
ツ
展
示
会
」や
視
察
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ほ
か
、
地
元

関
係
者
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
な
ど
に
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
今
回
は
韓
国

や
中
国
・
香
港
、
豪
州
に
加
え
て
、
タ
イ
や
マ
レ
ー

シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
い
っ
た

東
南
ア
ジ
ア
の
関
係
者
も
参
加
し
て
お
り
、
充
実

し
た
都
市
機
能
に
加
え
、
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ラ
フ

テ
ィ
ン
グ
な
ど
冬
の
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
満
喫

で
き
る
札
幌
に
大
き

な
魅
力
を
感
じ
て
い

る
よ
う
で
し
た
。ま
た
、

フ
ラ
ン
ス
の
関
係
者
か

ら
も
、「
札
幌
は
お
も

て
な
し
の
質
が
高
く
、

M
I
C
E
の
開
催
地
と

し
て
最
高
だ
」と
絶
賛
す
る
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
札
幌
市
民
や
道

内
の
関
係
者
に
対
し
て
、
札
幌
が
街
を
挙
げ
て

M
I
C
E
の
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
P
R

す
る
と
い
う
ね
ら
い
も
。
期
間
中
に
は
、
メ
イ
ン
会

場
で
あ
る
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
・
団
体
と
も
連
携
し
な
が

ら
ア
ジ
ア
の
M
I
C
E
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
ト
ー
ク
・

セ
ッ
シ
ョ
ン
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
向
け
研
修
会
の
ほ

か
、
求
職
者
や
若
者
を
対
象
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

行
な
い
ま
し
た
。
若
者
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
に

参
加
し
た
大
学
生
か
ら
は
、「
M
I
C
E
の
誘
致
や

そ
の
基
礎
と
な
る
国
際
交
流
の
必
要
性
に
つ
い
て
認

識
を
新
た
に
し
た
。
今
後
、
自
分
も
国
際
交
流
や

M
I
C
E
関
連
の
職
に
就
き
た
い
」と
の
感
想
が
聞

か
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
、
M
I
C
E
都
市

札
幌
の
基
盤
づ
く
り
に
向
け
た
大
き
な
一
歩
と
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
・
大
ホ
ー
ル
で

は
、
25
日
と
26
日
の
二
日
間
、「
M
I
C
E
コ
ン
テ

ン
ツ
展
示
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。
展
示
会
で
は
、

M
I
C
E
関
連
企
業
の
出
展
ブ
ー
ス
に
加
え
、
会

場
を
4
つ
の
ゾ
ー
ン
に
分
け
て
札
幌
・
北
海
道
の

魅
力
を
多
彩
に
展
示
し
ま
し
た
。施
設
の
紹
介
ブ
ー

ス
で
は
、
札
幌
を
代
表
す
る
パ
ー
テ
ィ
ー
会
場
で

あ
る
モ
エ
レ
沼
公
園
・
ガ
ラ
ス
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
や
大

倉
山
ジ
ャ
ン
プ
競
技
場
の
ほ
か
、
札
幌
芸
術
の
森

や
石
山
緑
地
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
北

海
道
・
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
を
機
に
活
発
化
し
た「
環

境
に
配
慮
し
た
M
I
C
E
」を
P
R
す
る
ゾ
ー
ン
で

は
、
電
気
自
動
車
や
雪
冷
房
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
、

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
紹
介

す
る
ゾ
ー
ン
で
は
、
北
海
道
を
代
表
す
る
よ
さ
こ

い
ソ
ー
ラ
ン
や
ア
イ

ヌ
・
ア
ー
ト
な
ど
を
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
記
念

品
を
集
め
た
ゾ
ー
ン

で
は
、
企
業
の
社
歌

を
入
れ
た
オ
ル
ゴ
ー

ル
や
隠
し
文
字
を

入
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

グ
ッ
ズ
な
ど
を
展
示

P
R
し
ま
し
た
。

　

国
家
間
・
都
市
間
で
の
誘
致
競
争
が
激
し
さ
を
増

す
M
I
C
E
で
す
が
、
よ
り
多
く
の
情
報
を
収
集
し
、

誘
致
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、
地
域
や
国
を
超
え
た

パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
連
携
を
構
築
・
強
化
す
る
こ
と
も

必
要
で
す
。
国
際
プ
ラ
ザ
で
は
、
2
0
1
0
年
に
韓

国
・
大
田
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
と
の
間
に
お

い
て
M
I
C
E
の
連
携
に
向
け
た
覚
書
を
取
り
交
わ

し
、
協
力
関
係
を
構
築
し
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た

国
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
さ
ら
に
強
化
・
拡
大
し

て
い
く
た
め
、
新
千
歳
︱
バ
ン
コ
ク
間
の
直
行
便
が

就
航
し
た
こ
と
を
機
に
、
タ
イ
国
政
府
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
＆
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
T
C
E
B
）

と
の
間
に
お
い
て
新
た
に
連
携
協
定
を
締
結
し
た

ほ
か
、
大
田
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
か
ら
ス

ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
し
た
大
田
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
公
社

（
D
I
M
E
）と
も
、
改
め
て
連
携
強
化
に
向
け
た
協

定
を
結
び
ま
し
た（
2
0
1
3
年
2
月
26
日
）。

～
札
幌
/
北
海
道
M
I
C
E
コ
ン
テ
ン
ツ
・
マ
ー
ト
～

くす玉バルーンで幕を開けたオープニング

スペシャルトークセッション

展示会（会場全体）

TCEB( タイ）との調印

DIME（韓国大田）との調印

札
幌
で
初
の
開
催
と
な
る
M
I
C
E
誘
致
イ
ベ
ン
ト
開
催
！

札
幌
/
北
海
道
の
魅
力
を
一挙
紹
介
！

～
M
I
C
E
コ
ン
テ
ン
ツ
展
示
会
～

M
I
C
E
誘
致
競
争
を
勝
ち

抜
く
た
め
、国
際
連
携
を
強
化
！

～
韓
国
・
タ
イ
の
M
I
C
E

関
連
団
体
と
の
連
携
協
定
調
印
～

※ 1		MICE とは、Meeting（会議・研修・セミナー）、Incentive（報奨・招待旅行）、	Convention	（大会・学会・国際会議）、Exhibition/Event（展示会・イベント）
の頭文字をとった造語で、ビジネストラベルの一形態を指します。

	 一度に大人数が動くだけでなく、一般の観光旅行に比べ参加者の消費額が大きいことなどから、MICE の誘致に力を入れる国や地域が増えています。
※ 2		コンテンツ＝素材

※
1

※
2
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ウェルカムパーティーは、市内中心部から
20分のばんけいスキー場「ベルクヒュッテ」
にて開催し、“空からの贈りもの”と題して、
暖炉やキャンドルに囲まれた冬ならではの暖
かいおもてなしの場となりました。ダイナミッ
クな鶏の回転焼きやゲレンデでのたいまつ滑
走、日本屈指のジャズギタリスト山木将平氏
の演奏など、サプライズ満載の演出で、参加
者を楽しませました。

翌日のレセプションでは、一転して、“花と
日本の和（輪）の心”をテーマに、ラベンダー
色に装飾した会場で、道産食材を使ったエレ
ガントな料理、「墨絵と太鼓・箏が創造する未
知のパフォーマンス」やYOSAKOIソーラン踊
りなど、札幌ならではの和の世界を楽しんで
いただきました。

　ムスリム（イスラム教）のキーパー
ソン向けに、北海道で唯一ローカルハ
ラル（イスラム教徒向けの食事）認証を
得ている加森観光による協力のもと、アートホテルズ札幌におい
て「ハラルランチ」を提供しました。国内では、ハラル対応とし
て、シーフードや寿司を提供することは多いのですが、しゃぶしゃ

ぶ等の日本食を美味しく安心
して提供できる環境は珍しく、
今回、イスラム圏からの参加
者に大変満足いただけました。
今後、新たなマーケットから
の誘客に繋がることが期待さ
れます。

札幌は、小樽、ニセコエリアと連携協力して、MICE誘客に向
けたメニューを整えています。参加者は、札幌都心部から40分、
北海道有数の温泉地、定山渓温泉で広々とした露天風呂を満喫。
小樽では、総勢50名での寿司握り体験に加え、水族館ではペン
ギンたちによる歓迎、小樽に残る歴史的建造物での懇親会と、札
幌とは違う魅力を堪能しました。また、ウィンターリゾート地ニ
セコでは、スノーモービルな
どチームビルディング※3・ア
クティビティを体験し、北海
道が誇るパウダースノーに
包まれながら、札幌・北海道
ならではの魅力満載の5日間
を堪能しました。

コンテンツマートに併せて、中国、韓国、マレーシア、シンガポール、インドネシア、フランスより19名
を招請し、5日間の日程で実際のコンテンツ（空間・アクティビティ）を体験していただき、MICE適地札幌
をPRしました。

テーマ性のあるウェルカム
パーティとレセプション

　大好評のハラルランチ

広域連携でのおもてなし

6カ国19名のキーパーソンにも好反響!  MICE適地札幌をアピール

ウィンターアクティビティを満喫 スキー場ロッヂでのウェルカムパーティー

寿司握り体験に挑戦

　札幌/北海道MICEコンテンツ・マートで来札したタイ国政府コンベンショ
ン & エキシビション・ビューロー（TCEB）とチェンマイ知事一行が、2 月
27 日、医療法人社団静和会の平和リハビリテーション病院および介護老人
保健施設「エル・クォール平和」を視察しました。静和会は、医療・福祉・
保健に関わる総合的なサービスを提供する医療複合法人です。少子高齢化や
医療の高度化に対応すべく工夫された医療施設や、細やかな配慮で患者に接
している職員の仕事ぶりなど、訪問団は写真を撮りながら熱心に視察。積極
的に質問もしていました。現地には、タイ王国と日本の国旗や歓迎の花輪も
用意されており静和会の温かいおもてなしにも心を打たれた様子でした。

タイ国政府コンベンション&エキシビション・ビューロー（TCEB）・チェンマイ知事団
医療法人社団静和会を視察

※ 3		チームビルディングとは、同じ一つのゴールを目指し、複数のメンバーが個々の能力を最大限に発揮しつつ一丸となって進んでいく――そうした効果的な組織づくりや、チームをまとめ
る手法のことをいいます。
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こ
の
事
業
は
、
国
際
的
な
視
野
を
持
ち
未
来
を

切
り
開
く
力
を
持
っ
た
青
少
年
を
は
ぐ
く
む
こ
と

を
目
的
と
し
て
お
り
、
平
成
23
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
ま
す
。 

11
月
17
日
（
土
）の
任
命
式
で
は
、
小
学
6
年

生
40
名
に
市
内
9
カ
国
の
外
国
公
館
等
か
ら
「
こ

ど
も
領
事
」の
辞
令
が
。
着
任
後
は
20
名
の
大
学

生
・
留
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
と
と
も
に
、
中
央
図
書

館
な
ど
で
の
勉
強
会
も
行
い
、「
日
本
・
札
幌
と

の
つ
な
が
り
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
各
自
が
興
味

あ
る
テ
ー
マ
を
選

び
な
が
ら
担
当
国

に
つ
い
て
調
べ
ま

し
た
。
ま
た
、
外

国
公
館
等
の
訪
問

で
は
、
領
事
や
名

誉
領
事
に
直
接
お

話
を
伺
い
、
調
べ

た
内
容
を
ま
と
め

て
、
発
表
会
に
向

け
た
準
備
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

1
月
20
日
（
日
）に
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
特
別
会
議
場
で
行
わ
れ
た
発
表
会
で
は
、堂
々

と
発
表
し
た
「
こ
ど
も
領
事
」た
ち
に
、
来
賓
や
観

覧
者
か
ら
温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。 

参
加
し
た
児
童
は
、「
調
べ
て
い
く
う
ち
に
領
事

館
の
役
割
や
そ
の
国
に
つ
い
て
た
く
さ
ん
知
る
こ

と
が
で
き
、
楽
し
か
っ

た
」「
将
来
、
こ
ど
も

領
事
で
担
当
し
た
国

に
行
っ
て
み
た
い
」と

感
想
を
話
し
て
い
ま

し
た
。
保
護
者
か
ら

も「
子
ど
も
の
成
長
ぶ

り
が
感
じ
ら
れ
、
感

動
し
た
」な
ど
の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

札
幌
国
際
プ
ラ
ザ
創
立
25
周
年
を
記
念
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
25
年
間
の
経
験
を
生
か
し
、
こ
れ
か

ら
の
未
来
に
繋
が
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
。
札
幌

の
未
来
を
担
う
若
者
達
を
応
援
・
育
成
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
標
記
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
（
１

月
19
日
（
土
）札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
特

別
会
議
場
）。

札
幌
市
立
高
校
の
生
徒
を
対
象
に
参
加
を
呼
び

か
け
７
校
が
エ
ン
ト
リ
ー
。「
国
際
社
会
に
果
た
す

べ
き
札
幌
の
役
割
」の
テ
ー
マ
の
も
と
、
冬
休
み
中

に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成
し
、
上
田
市
長

ほ
か
に
よ
る
審
査
結
果
を
競
い
ま
し
た
。

当
日
の
発
表
内
容
は
高
校
生
な
ら
で
は
の
柔
軟

で
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
が
満
載 

︱ 

外
国
人
観
光
客

を
案
内
す
る
高
校
生
ガ
イ
ド
の
育
成
、
雪
の
多
さ

を
活
か
し
た
冷
房
シ
ス
テ
ム
や
貯
蔵
設
備
、
バ
イ

オ
ガ
ス
発
電
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
作
物
の
栽
培
促
進
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
て
札
幌
を
世
界
に
発
信 

な
ど
の

興
味
深
い
提
言
が
次
々
と
飛
び
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
よ
う
な
発
声
で
の
エ

レ
ガ
ン
ト
な
プ
レ
ゼ
ン
、
聴
衆
を
巻
き
込
ん
で
の

双
方
向
型
プ
レ
ゼ
ン
、
あ
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ

ブ
ズ 

ス
タ
イ
ル
で
の
説
得
力
抜
群
の
プ
レ
ゼ
ン

な
ど
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な

表
現
力
や
技
術
を
駆
使

し
た
プ
レ
ゼ
ン
は
、
約

1
3
0
人
の
聴
衆
を
う

な
ら
せ
ま
し
た
。

全員で記念撮影

優秀賞に選ればれた新川高校の発表

7校20名の出場者たち

領事館訪問

任命状を手渡されるこども領事

も
っ
と
知
ろ
う　

世
界
の
国

～
S
A
P
P
O
R
O
こ
ど
も
領
事
2
0
1
3
～

未
来
に
向
け
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

～
市
立
高
校
生
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン・プ
ロ
グ
ラ
ム
～

国
際
プ
ラ
ザ
創
立
25
周
年
記
念
事
業

特
集

4



お
い
て
「
イ
ギ
リ
ス
を
知
る
セ
ミ

ナ
ー
」を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師

は
、
ロ
ン
ド
ン
在
住
30
年
、
英

国
政
府
公
認
の
観
光
ガ
イ
ド
資

格
「
ブ
ル
ー
バ
ッ
ジ
」を
持
ち
、
ベ
テ
ラ
ン
ガ
イ
ド

と
し
て
活
躍
中
の
木
島
タ
イ
ヴ
ァ
ー
ス
由
美
子
氏
。

「
イ
ギ
リ
ス
に
は
日
本
人
が
楽
し
く
生
き
る
た
め
の

ヒ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
う
の
で
、
ぜ
ひ
訪

れ
て
ほ
し
い
」と
話
し
、「
礼
儀
を
重
ん
じ
る
イ
ギ

リ
ス
で
は
“Y

es, please

”と
“N

o, thank you

”

が
と
て
も
大
切
な
フ
レ
ー
ズ
。」と
ア
ド
バ
イ
ス
し

て
い
ま
し
た
。 

約
１
１
０
名
の
参
加
者
か
ら
は
「
ぜ
ひ
続
編
を

開
催
し
て
ほ
し
い
」と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
ま

し
た
。

心
ま
で
温
ま
る
韓
国
の
お
雑
煮
ト
ッ
ク
ッ

～
韓
国
を
知
る
セ
ミ
ナ
ー
～

3
月
14
日
（
木
）、
札
幌
エ
ル
プ

ラ
ザ
2
階
の
食
材
研
究
室
に
お
い

て
「
第
37
回
韓
国
を
知
る
セ
ミ

ナ
ー
」を
開
催
し
ま
し
た
。
札
幌
市

国
際
交
流
員
の
ユ
ン
・
ソ
ヨ
ン
さ
ん
が
、
韓
国
の
食
文

化
や
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
紹
介
し
た
後
、
韓
国
の
お
雑
煮

「
ト
ッ
ク
ッ
」を
参
加
者
と
一
緒
に
調
理
し
、
試
食
し
ま

し
た
。

定
員
を
超
え
る
応
募
が
あ
り
、
抽
選
で
選
ば
れ

た
34
名
の
参
加
者
は
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
ユ

ン
さ
ん
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
調
理
し
て

い
ま
し
た
。
煮
干
し
を
ご
ま
油
で
炒
め
る
な
ど
、

日
本
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
料
理
法
に
「
料
理

の
良
い
ヒ
ン
ト
を
も
ら
っ
た
」「
と
て
も
簡
単
で
、

全
然
辛
く
な
い
の
で
、
ぜ
ひ
家
で
作
っ
て
み
た
い
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

観
光
名
所
や
名
物
に
ま
つ
わ
る
ト
リ
ビ
ア
（
雑
学
や

裏
話
）を
紹
介
し
ま
し
た
。 

自
由
の
女
神
や
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
の
裏
話
か
ら
歴
代
大
統
領
に

つ
い
て
の
ト
リ
ビ
ア
、
ま
た
、
姉
妹
都
市
の
ポ
ー
ト

ラ
ン
ド
市
に
つ
い
て
も
、
ユ
ニ
ー
ク
で
エ
コ
な
街
と

し
て
有
名
な
行
事
や
お
店
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

セ
ミ
ナ
ー
に
ご
共
催
い
た
だ
い
た
在
札
幌
米
国

総
領
事
館
と
国
際
プ
ラ
ザ
が
運
営
し
て
い
る
ア
メ
リ

カ
ン
コ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て
も
紹
介
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト

に
回
答
い
た
だ
い
た
参
加
者
に
、
ア
メ
リ
カ
ン
コ
ー

ナ
ー
の
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
の
大
動
脈
シ
ベ
リ
ア
鉄
道

～
ロ
シ
ア
を
知
る
セ
ミ
ナ
ー
～

12
月
20
日
（
木
）、
国
際
プ
ラ

ザ
交
流
サ
ロ
ン
に
お
い
て
「
第
32

回
ロ
シ
ア
を
知
る
セ
ミ
ナ
ー
」を

開
催
し
、
札
幌
市
国
際
交
流
員

の
サ
ゾ
ノ
フ
・
マ
キ
シ
ム
さ
ん
が
、
世
界
一
の
長

さ
を
誇
る
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
歴
史
や
車
両
の
種
類
、

車
掌
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

シ
ベ
リ
ア
鉄
道
に
は
病
院
車
両
や
教
会
車
両
が

あ
り
、
そ
う
し
た
施
設
が
な
い
町
に
と
っ
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
や
、
車
掌
の
仕
事

の
裏
話
な
ど
、
実
際
に
車
掌
と
し
て
働
い
た
経
験

を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
貴
重
な
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

90
名
を
超
え
る
参
加
者
か
ら
は
「
も
っ
と
聞
き

た
か
っ
た
」「
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
に
乗
っ
て
み
た
い
と

思
っ
た
」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

英
国
旅
行
の
作
り
方

～
イ
ギ
リ
ス
を
知
る
セ
ミ
ナ
ー
～

1
月
24
日
（
木
）、
国
際
プ
ラ
ザ
交
流
サ
ロ
ン
に

ア
メ
リ
カ
名
物
の
ト
リ
ビ
ア
を
紹
介

～
ア
メ
リ
カ
を
知
る
セ
ミ
ナ
ー
～

11
月
29
日
（
木
）、
国
際
プ
ラ

ザ
交
流
サ
ロ
ン
に
お
い
て
「
第
5

回
ア
メ
リ
カ
を
知
る
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
、
札
幌
市
国
際
交
流
員

の
ハ
イ
デ
ィ
・
フ
ェ
ル
ダ
ー
さ
ん
が
、
ア
メ
リ
カ
の

学
生
た
ち
は
、
寝
食
を

と
も
に
す
る
中
で
言
葉
や

文
化
の
違
い
か
ら
ス
ム
ー

ズ
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
苦
悩
す
る
場
面
も
あ

り
ま
し
た
が
、
国
を
超
え

た
新
し
い
友
情
を
育
み
ま

し
た
。
今
回
、築
い
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
て
、
今
後
そ
れ
ぞ
れ
の
フ
ィ
ー

ル
ド
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

2
月
18
日（
月
）、
Ｓ
Ｔ
Ｖ
北
2
条
ビ
ル
に
お
い
て
、

ワ
ー
ル
ド
ユ
ー
ス
カ
フ
ェ
「
国
際
結
婚
は
異
文
化
理

解
？
」が
開
催
さ
れ
学
生
国
際
合
宿
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

中
の
6
か
国
の
大
学
生
と
市
民
約
１
０
０
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
実
際
に
国
際
結
婚
を
し
て
い
る
カ
ッ
プ

ル
か
ら
の
経
験
談
を
交
え
な
が
ら
、
様
々
な
意
見
交

換
を
し
、
参
加
者
か
ら
は
「
常
識
を
お
互
い
に
押
し
付

け
な
い
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
た
」、「
身
近
に
い
な

い
国
際
カ
ッ
プ
ル
の
お
話
を
聞
い
て
、
視
野
が
広
が
っ

た
」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

札
幌
市
の
姉
妹
・
友
好
都
市
５
都
市
か
ら
の
大

学
生
19
名
と
、
留
学
生
を
含
む
札
幌
圏
在
住
の
大

学
生
19
名
、
計
38
名
が
、
２
月
11
日
（
月
）か
ら
22

日
（
金
）ま
で
の
12
日
間
、「
と
も
に
考
え
よ
う
！

多
文
化
共
生
都
市
の
未
来
」を
テ
ー
マ
に
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

北
海
道
セ
ミ
ナ
ー
セ
ン
タ
で
合
宿
セ
ミ
ナ
ー
に
参

加
し
ま
し
た
。
5
都
市
の
学
生
が
一
堂
に
会
す
る

の
は
初
め
て
で
、
参
加
人
数
も
過
去
最
大
規
模
に
。

期
間
中
は
、
異
文
化
理
解
や
教
育
、
防
災
や
就
労

等
に
関
す
る
講
義
を
は
じ
め
、「
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ

り
」見
学
や
「
料
理
交
流
会
」な
ど
の
活
動
体
験
、
市

内
企
業
・
団
体
へ
の
職
場
訪
問
、
グ
ル
ー
プ
で
の

意
見
交
換
な
ど
、
多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー
を
こ
な
し
ま

し
た
。

ま
た
、
様
々
な
交
流
の
場
も
用
意
さ
れ
、
市
内

４
校
に
分
か
れ
て
小
学
校
訪
問
を
し
た
ほ
か
、
若

い
世
代
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
「
ワ
ー
ル
ド

ユ
ー
ス
カ
フ
ェ
」（
後
述
）を
開
く
な
ど
、多
く
の
人
々

と
出
会
い
、
交
流
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

最
終
日
の
活
動
報
告
会
で
は
、
２
週
間
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
ま
と
め
た
多
文
化
共
生
社
会
の

形
成
に
向
け
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
各
国
の

視
点
を
取
り
入
れ
な
が

ら
札
幌
市
へ
の
提
言
を

発
表
。
ま
た
、
報
告
会

に
参
加
し
た
市
民
の
方

と
も
意
見
を
交
換
し
ま

し
た
。

大
学
生
６
か
国
38
名
が
参
加

～
学
生
国
際
合
宿
セ
ミ
ナ
ー
２
０
１
３
～発表の様子

自慢の腕をふるいます

各
国
を
知
る
セ
ミ
ナ
ー

国
際
結
婚
は
異
文
化
理
解
？

交
流

多
文
化
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1
月
26
日
（
土
）、
国
際
プ
ラ
ザ
交
流
サ
ロ
ン

に
お
い
て
、
こ
ど
も
サ
ロ
ン
冬
休
み
イ
ベ
ン
ト

「
中
国
・
韓
国
の
子
ど
も
に
年
賀
状
を
書
こ
う
！
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

親
子
10
組
が
参
加
し
、
旧
正
月
（
2
月
10
日
）

を
過
ご
す
中
国
と
韓
国
の
子
ど
も
た
ち
に
「
あ
け

ま
し
て
お
め
で
と
う
」の
言
葉
を
中
国
語
や
韓
国

語
の
文
字
で
書
い
た
年
賀
状
を
作
成
。
中
国
の

パ
ン
ダ
や
韓
国
の
韓
服
を
描
く
な
ど
し
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
は
一
所
懸
命
取
り
組
み
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、「
中
国
で
は
お
正
月
に
餃

ぎ
ょ
う

子ざ

を
食
べ
る
と
聞
き
、
う
ら
や
ま
し
か
っ
た
」

「
韓
国
語
を
書
く
の
は
難
し
か
っ
た
け
ど
、
文

字
が
パ
ズ
ル
み
た
い
で
面
白
か
っ
た
」な
ど
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

国
際
プ
ラ
ザ
で

は
、
札
幌
で
子
育
て

を
し
て
い
る
外
国
籍

市
民
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
12
月
9
日

（
日
）に
は
第
5
回
目

と
な
る「
母
子
保
健
・

子
育
て
支
援
セ
ミ

ナ
ー
」を
実
施
。
５
カ
国
９
名
の
父
母
が
参
加
し
、

札
幌
市
の
子
育
て
支
援
や
予
防
接
種
の
制
度
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
1
月
17
日
（
木
）に
は
、「
外
国
人
の
た

め
の
離
乳
食
・
幼
児
食
セ
ミ
ナ
ー
」を
初
め
て
実

施
。
６
組
の
親
子
が
、
日
本
の
離
乳
食
や
お
や
つ

を
見
た
ほ
か
、
食
育
や
食
べ
方
に
つ
い
て
栄
養
士

か
ら
話
を
聞
い
た
り
し
ま
し
た
。
子
育
て
の
悩
み

を
も
つ
方
か
ら
は
質
問
も
あ
り
、
栄
養
士
か
ら
ア

ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
あ
と
は
、
安
心
し
た
表
情

を
し
て
い
ま
し
た
。

12
月
1
日（
土
）、「
ア
メ
リ
カ
ン
コ
ー
ナ
ー
絵
本
読

み
聞
か
せ
」が
開
か
れ
、15
組
39
名
の
親
子
が
参
加

し
ま
し
た
。在
札
幌
米
国
総
領
事
館
の
ジ
ョ
ン・リ
ー

ス
総
領
事
と
バ
ー
バ
ラ
さ
ん
夫
妻
が
、5
才
か
ら
小

学
3
年
生
の
子
ど
も
を
対
象
に
、4
冊
の
絵
本
を

英
語
で
や
さ
し
く
朗
読
。

ご
夫
妻
に
よ
っ

て
行
わ
れ
る
イ
ベ

ン
ト
は
初
め
て
で

し
た
が
、自
然
で

柔
ら
か
な
語
り
口

に
、子
ど
も
た
ち

は
集
中
し
て
聞
き

入
り
、会
場
は
終

始
穏
や
か
な
雰
囲

気
で
し
た
。

２
月
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の「
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ

リ
カ
人
歴
史
月
間
」で
す
。ア
メ
リ
カ
ン
コ
ー
ナ
ー
で

は
２
月
23
日（
土
）、在
札
幌
米
国
総
領
事
館
の
ダ

フ
ィ
ー
領
事
が
、ア
フ
リ
カ
ン・ア
メ
リ
カ
ン
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
た
芸
術
や
文
学
、音
楽
の「
ハ
ー
レ
ム・

ル
ネ
サ
ン
ス
」に
つ
い
て
、写
真
や
音
楽
を
交
え
な
が

ら
講
演
し
ま
し

た
。参
加
者
か
ら

は
、「
ジ
ャ
ズ
音
楽

や
ア
メ
リ
カ
の
歴

史
に
つ
い
て
、新

た
な
発
見
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

３
月
２
日
（
土
）、
国
際
プ
ラ
ザ
交
流
サ
ロ
ン

に
お
い
て
、
外
国
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
主
催
で
「
ひ
な
祭
り
」を
開
催
し
ま
し
た
。

お
琴
の
演
奏
で
開
幕
し
た
あ
と
、
と
て
も
珍

し
い
楽
器
で
あ
る
「
尺
ル
ー
ト
（
日
本
の
伝
統
楽

器
・
尺
八
と
フ
ル
ー
ト
が
融
合
し
た
も
の
）」の

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
独

特
の
楽
器
の
音
色
に
約
80
名
の
参
加
者
は
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
茶
道
の
お
点
前
披

露
や
着
物
の
着
付
け
体
験
が
行
わ
れ
、
多
く
の

外
国
人
来
場
者
が
参
加
。
ま
た
、
実
際
に
自
分

で
お
茶
を
た
て
る
体
験
や
折
り
紙
の
コ
ー
ナ
ー

も
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
手
ほ
ど
き

を
受
け
な
が
ら
、
様
々
な
日
本
の
伝
統
文
化
を

楽
し
み
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
文
化
に
触
れ
よ
う
！

～
ア
メ
リ
カ
ン
コ
ー
ナ
ー
～

中
国・韓
国
の
子
ど
も
に

年
賀
状
を
書
こ
う
！

～
こ
ど
も
サ
ロ
ン
冬
休
み
イ
ベ
ン
ト
～

安
心
し
て
子
育
て
を

～
離
乳
食
＆
母
子
保
健
セ
ミ
ナ
ー
～

日
本
の
伝
統
文
化
を

　
　
　

楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

～
プ
ラ
ザ
の“
ひ
な
祭
り
”～

年賀状づくりを楽しむ子どもたち

珍しい楽器、尺ルート

総領事ご夫妻による読み聞かせ

講演会の様子

セミナーの様子

絵
本
読
み
聞
か
せ

講
演
会

交
流

多
文
化
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国
際
プ
ラ
ザ
で
は
今
年
度
、
日
本
で
暮
ら
す
外
国

人
が
豊
か
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
欠
か
せ

な
い
「
日
本
語
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
様
々
な
事
業
を

行
って
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
つい
て
市
民

に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
2
月
24
日

（
日
）、「
多
文
化
共
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

基
調
講
演
で
は
松
本
一
子
氏
（
愛
知
淑
徳
大
学
非

常
勤
講
師
）が
、
国
際
結
婚
や
海
外
か
ら
の
移
住
な
ど

に
よ
り
、
複
数
の
言
語
で
育
つ
子
ど
も
と
家
族
の
た
め

に
は
、
将
来
を
見
据
え
た
支
援
が
重
要
で
あ
る
と
語

り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
神
谷 

順
子 

氏
（
北
海
学
園
大
学
非
常

勤
講
師
）、
三
浦 

正
博 

氏
（
北
海
道
日
本
語
教
育

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
営
委
員
）、
後
藤 

道
（
札
幌
国
際

プ
ラ
ザ
）の
3
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
、
日
本
語
支
援
の

現
状
と
、
担
い
手
の
連
携
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
可
能
性

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。「
誰
も
が
自
分
の
経
験

や
能
力
を
活
用

し
て
、
外
国
人

も
日
本
人
も
安

心
し
て
暮
ら
す

地
域
づ
く
り
の

担
い
手
に
な
れ

る
」
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
、
参

加
し
た
約
70
名

の
市
民
は
、
熱

心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

文
化
庁
委
託
事
業
「
生
活
者
と
し
て
の
外
国
人
の

た
め
の
日
本
語
教
育
事
業
」の
一
環
と
し
て
、
11
月

23
日
（
祝
）に
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ

の
事
業
は
、
外
国
人
の
皆
さ
ん
に
楽
し
み
な
が
ら

日
本
語
に
触
れ
て
も
ら
い
、
地
域
の
日
本
人
と
交

流
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

外
国
人
と
日
本
人
合
わ
せ
て
34
名
の
参
加
者
は
、

ま
ず
、
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
で
災
害
時
に
共
通
言

語
と
な
る
「
や
さ
し
い
日
本
語
」を
学
び
ま
し
た
。 

『
避
難
所
』や
『
炊
き
出
し
』な
ど
と
い
う
言
葉
は
、

外
国
人
に
と
っ
て
は
な
じ
み
が
な
く
、
分
か
り
や

す
い
日
本
語
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

続
い
て
、
ど
う
ぎ
ん
カ
ー
リ
ン
グ
ス
タ
ジ
ア
ム

で
は
、
昼
食
交
流
会
の
あ
と
、
カ
ー
リ
ン
グ
体
験

を
行
い
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
が
カ
ー
リ

ン
グ
は
初
体
験
で
し
た
が
、
最
後
は
ミ
ニ
ゲ
ー
ム

が
で
き
る
ほ
ど
上
達
。「
と
て
も
楽
し
く
、
交
流
が

深
ま
っ
た
」「
自
然
に
『
や
さ
し
い
日
本
語
』で
会
話

し
て
い
た
」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

11
月
2
日
（
金
）、
4
日
（
日
）の
2
日
間
、
医

療
英
語
教
育
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
押
味

貴
之
氏
と
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ト
ー
マ
ス
氏
を
講
師

と
し
て
、
医
療
英
語
・
医
療
通
訳
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。

今
回
で
7
回
目
と
な
る
当
セ
ミ
ナ
ー
は
、「
医

療
現
場
で
役
立
つ
使
え
る
英
語
」が
テ
ー
マ
。
医

療
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
の
た
め
の
「
医
療
従
事

者
編
」、
医
療
通
訳
に
興
味
が
あ
る
方
の
た
め
の

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
編
」、
医
療
通
訳
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
と

し
た
「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
編
」、
の
３
つ
の
コ
ー
ス

で
実
施
し
ま
し
た
。

ど
の
講
座
で
も
、
ま
ず
は
参
加
者
同
士
の

自
己
紹
介
か
ら
互
い
に
打
ち
解
け
た
あ
と
の
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
活
発
に
意
見
が
飛
び
交
っ

て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
押
味
氏
の
ユ
ー
モ
ア
あ

ふ
れ
る
、
分
か
り
や
す
い
説
明
で
、
３
時
間
の

講
座
は
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
。
講
座
終
了
後
は
講

師
に
質
問
す

る
参
加
者
の

姿
も
多
く
見

ら
れ
、
医
療

通
訳
・
医
療

英
語
へ
の
関

心
の
高
さ
が

う
か
が
え
ま

し
た
。

国
際
プ
ラ
ザ
で
は
、
地
震
等
の
災
害
が
少
な
い
地

域
か
ら
き
た
外
国
籍
市
民
へ
の
防
災
啓
発
や
、
非

常
時
、
国
籍
に
関
係
無
く
協
力
し
合
う
た
め
の
防

災
訓
練
を
行
って
い
ま
す
。

２
月
２
日
（
土
）に
は
外
国
籍
市
民
８
名
、
日
本

人
市
民
28
名
が
参
加
し
、
災
害
図
上
訓
練
（
Ｄ
Ｉ

Ｇ
）を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
災
害
に
強
い
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
づ
く
り
を
目
的
に
、
自
分
た
ち
が
住
む
地
域
の

地
図
を
囲
み
避
難
経
路
な
ど
を
書
き
込
み
な
が
ら

話
し
合
い
を
し
て
い
く
も
の
で
す
。
外
国
人
参
加
者

な
ら
で
は
の
意
見
も
あ
り
、
大
変
有
意
義
な
訓
練

と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、国
際
プ
ラ
ザ
で
は
札
幌
市
か
ら
の
委
託
で
、

外
国
籍
市
民
の
た
め
の「
携
帯
用
多
言
語
防
災
カ
ー

ド
」
を
作
成
。
避
難
方
法
や
、
連
絡
先
等
を
確
認

で
き
る
情
報
が
携
帯
式
の
カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ
て
お

り
、
万
が
一の
際

に
対
応
で
き
る

も
の
で
す
。
日

本
語
、
英
語
、

中
国
語
、
韓
国

語
、
ロ
シ
ア
語
の

５
言
語
表
記
と

な
って
お
り
、
日

常
的
に
も
防
災

学
習
に
利
用
で

き
る
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

松本氏（左）、コーディネーターの野山広氏（国立国語研究所准教授）

全員で記念撮影！

講師の押味氏

災害図上訓練（DIG）の様子

日
本
語
で
創つ

く

ろ
う

多
文
化
共
生
都
市
・
札
幌
の
未
来

～
多
文
化
共
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
～

防
災
講
座
と
カ
ー
リ
ン
グ
体
験
！

～
札
幌
国
際
プ
ラ
ザ
バ
ス
ツ
ア
ー
～

医
療
現
場
で
役
立
つ
使
え
る
英
語

～
医
療
英
語
・
医
療
通
訳
セ
ミ
ナ
ー
～

ど
う
や
っ
て
避
難
す
る
？

～
札
幌
国
際
プ
ラ
ザ
防
災
事
業
～

交
流

多
文
化
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10
月
28
日
（
日
）、
北
海
道
日
中
友
好
協
会
主
催

に
よ
り
、
小
学
生
か
ら
60
代
ま
で
26
名
が
出
場
し

て
、
2
0
1
2
年
度
「
全
日
本
中
国
語
ス
ピ
ー
チ

コ
ン
テ
ス
ト
北
海
道
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
勢
の
聴
衆
が
見
守
る
中
、
出
場
者
は
緊
張
し

た
面
持
ち
な
が
ら
も
自
信
を
持
っ
て
、
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

朗
読
の
部
に
出
場
し
た
隅
江
靖
雄
さ
ん
は
、
長

い
間
熱
心
に

中
国
語
の
勉
強

を
続
け
て
い
る

こ
と
が
評
価
さ

れ
、
特
別
賞
と

し
て
、
札
幌
の

友
好
都
市
で
あ

る
中
国
瀋
陽
市

長
賞
を
授
与
さ

れ
ま
し
た
。 

【
暗
誦
の
部 

7
名
出
場
】 

優
勝	

井
上	

聖
子	

、
準
優
勝	

高
田	
静
枝
、

三
位	

川
尻	

寛
貴	

【
朗
読
の
部 

12
名
出
場
】 

優
勝	

金
森	

恵
美
、
準
優
勝	

久
保	

い
づ
み
、

三
位	

野
間	

美
穂	

【
弁
論
の
部 

7
名
出
場
】 

優
勝	

栗
林	

明
日
香
、
準
優
勝	

大
野	

裕
亮
、

三
位	

小
野	

祥
輔	

【
中
国
瀋
陽
市
長
賞
】	

隅
江	

靖
雄（
朗
読
）	

【
最
優
秀
賞
】	

栗
林	

明
日
香（
弁
論
）

12
月
8
日
（
土
）、
国
際
プ
ラ
ザ
交
流
サ
ロ
ン
に

お
い
て
、「
第
2
回
ド
イ
ツ
語
を
楽
し
む
会
～
グ
リ

ム
童
話
編
」を
、
札
幌
姉
妹
都
市
協
会
と
の
共
催
で

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
語
学
習
者
が
交
流

を
深
め
る
と
と
も
に
、
日
本
人
に
も
な
じ
み
の
深
い

グ
リ
ム
童
話
劇
を
通
し
て
、
見
る
人
に
も
ド
イ
ツ
の

言
葉
や
文
化
に
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、11
人
の
参
加
者
が
、グ
リ
ム
童
話
の「
赤

ず
き
ん
ち
ゃ
ん
」、「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」、「
ブ

レ
ー
メ
ン
の
音
楽
隊
」を
演
じ
ま
し
た
。
参
加
者
の

配
役
は
事
前
に
決
め
ら
れ
、
本
番
ま
で
各
自
練
習

を
し
て
き
ま
し
た
。
当
日
、
参
加
者
は
皆
ド
イ
ツ

語
学
習
歴
に
関
わ
ら
ず
熱
心
に
演
じ
て
い
ま
し
た
。

時
折
笑
い
を
誘
う
場
面
も
あ
り
、
観
覧
者
に
と
っ

て
も
楽
し
め
る
劇
に
な
り
ま
し
た
。

審
査
員
か
ら
主
演
男
優
・
女
優
賞
な
ど
の
発
表

が
あ
っ
た
あ

と
、
ク
リ
ス
マ

ス
月
と
い
う

こ
と
で
、
参

加
者
と
観
客

が
一
緒
に
ド
イ

ツ
語
で
「
楽
し

く
陽
気
に
い

こ
う
よ
」と
い

う
ク
リ
ス
マ

ス
ソ
ン
グ
を

歌
い
ま
し
た
。

12
月
22
日
（
土
）、「Let

’s play

中
国
語
～
学

生
ス
ペ
シ
ャ
ル
～
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
学

生
な
ど
13
名
の
学
生
が
参
加
し
、
中
国
人
留
学
生

7
名
と
一
緒
に
チ
ー
ム
を
組
ん
で
中
国
の
文
化
紹

介
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。

講
師
の
札
幌
市
国
際
交
流
員
、
賀
小
雲
さ
ん

に
よ
る
中
国
文
化
に
つ
い
て
の
講
演
の
後
は
、

中
国
語
で
の
自
己
紹
介
や
中
国
の
文
化
に
関
す

る
○
×
ク
イ
ズ
、
中
国
語
の
単
語
を
写
真
で
学

ぶ
ゲ
ー
ム
も
。
中
国
語
が
分
か
ら
な
い
学
生
も
、

楽
し
く
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
が
終
わ
っ
た
後
も
学
生

た
ち
が
中
国
か
ら
の
留
学
生
と
楽
し
く
会
話
を
続

け
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

札
幌
の
冬
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま

つ
り
」開
催
期
間
中
、
主
に
海
外
か
ら
の
観
光
客

に
対
す
る
各
国
言
語
で
の
観
光
情
報
の
提
供
や
日

本
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

か
ら
の
あ
た
た
か
い
お
も
て
な
し
と
と
も
に
お
届

け
す
る
た
め
、
札
幌
国
際
プ
ラ
ザ
外
国
語
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
共
催
に
よ
り
、
交
流

サ
ロ
ン
の
一
角
を
「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
ラ
ウ
ン

ジ
」へ
と
衣
替
え
し
て
ゲ
ス
ト
を
お
迎
え
し
ま
し

た
。
ラ
ウ
ン
ジ
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
札
幌
の
冬
の
暮

ら
し
写
真
展
の
ほ
か
、
い
け
花
実
演
や
折
り
紙

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
長
唄
の
披
露
に
至
る
ま
で
多

彩
な
文
化
体
験
行
事
を
開
催
。
2
月
5
日
（
火
）

か
ら
11
日
（
祝
）ま
で
の
1
週
間
に
わ
た
る
ラ
ウ

ン
ジ
開
設
期

間
中
、ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド

や
ベ
ト
ナ
ム

な
ど
合
計
19

カ
国
／
地
域

か
ら
96
名
の

外
国
人
ゲ
ス

ト
が
訪
れ
、

市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
の

会
話
や
文
化

体
験
を
楽
し

ん
で
い
き
ま

し
た
。

中
国
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
よ
う

～Let

’s p
lay

中
国
語
学
生
ス
ペ
シ
ャ
ル
～

～
世
界
各
地
か
ら
の
ゲ
ス
ト
を
あ
た
た
か
く
お
迎
え
～

雪
ま
つ
り
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ・ラ
ウ
ン
ジ

“YOKOSO SA
PPORO

” 

グ
リ
ム
童
話
編

～
ド
イ
ツ
語
を
楽
し
む
会
～ 

中
国
語
学
習
の
成
果
を
発
表

全
日
本
中
国
語
ス
ピ
ー
チ　
　
　

コ
ン
テ
ス
ト
北
海
道
大
会　

特別賞を受賞した隅江さん（左）

出演者全員で記念写真

華やかな踊りと音曲に感動のひととき

Let’s play 中国語学生スペシャル

交
流

多
文
化
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カ
レ
ン
ダ
ー
リ
サ

イ
ク
ル
市
は
企
業
や

家
庭
で
使
用
し
な
い

カ
レ
ン
ダ
ー
を
寄
贈

し
て
い
た
だ
き
、
販

売
す
る
こ
と
で
、
カ

レ
ン
ダ
ー
を
有
効
活

用
し
、
環
境
保
護
に

つ
な
げ
る
取
組
で

す
。
26
回
目
と
な
っ
た
今
年
は
、
1
月
9
日
（
水
）

か
ら
15
日
（
火
）ま
で
、
札
幌
市
民
ホ
ー
ル
（
1
月

9
日
）、
か
で
る
２
・７
（
1
月
9
日
～
10
日
）、
ラ

ル
ズ
プ
ラ
ザ
札
幌
（
1
月
9
日
～
15
日
）の
3
会
場

で
開
催
さ
れ
、
昨
年
を
上
回
る
約
1
万
人
の
方
に

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

収
益
金
2
，9
0
3
，1
0
4
円
は
、
国
連
難
民

高
等
弁
務
官
事
務
所
（
U
N
H
C
R
）の
「
み
ど
り

一
本
」運
動
、
東
日
本
大
震
災
子
ど
も
支
援
募
金
な

ど
に
寄
付
さ
れ
ま
す
。
カ
レ
ン
ダ
ー
・
手
帳
の
寄

贈
や
購
入
、
会
場
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
を
通
し

て
こ
の
事
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
、
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

10
月
27
日
（
土
）、
独
立
行
政
法
人
国
際
協

力
機
構
（
J
I
C
A
）
の
青
年
海
外
協
力
隊
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
者
に
よ
る
帰
国
報
告
会
が
、

J
I
C
A
北
海
道
（
札
幌
）、
札
幌
市
、
国
際
プ

ラ
ザ
の
共
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
報
告
に
立
っ

た
の
は
、医
療
従
事
者
や
教
師
等
と
し
て
ベ
ナ
ン
、

ウ
ガ
ン
ダ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
で
2
年
間
活
動
し
て
帰
国
し
た
、
札
幌
出

身
者
5
名
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
民
族
衣
装
を
ま
と

い
、
ス
ラ
イ
ド
を
使
用
し
な
が
ら
体
験
談
を
紹
介

し
た
ほ
か
、
座
談
会
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
を

日
本
の
社
会
に
ど
う
生
か
し
て
い
く
か
等
に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
し
た
。

休
憩
時
間
に
は
、
世
界
の
お
茶
の
試
飲
会
も
行

わ
れ
、
参
加
者
は
初
め
て
飲
む
お
茶
を
楽
し
み
な

が
ら
、
5
人
の
話
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

国
際
プ
ラ
ザ
を
会
場
と
す
る
報
告
会
は
初
め

て
の
試
み
で
し
た
が
、
参
加
者
か
ら
は
継
続
し

た
開
催
を
期
待
す
る
声
も
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
好

評
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
4
月
21
日
（
日
）に
二
度

目
の
報
告
会
を
行
う
予
定
で
す
。

平
成
24
年
度
札
幌
圏
大
学
国
際
交
流
フ
ォ
ー
ラ

ム
例
会
が
、
11
月
29
日
（
木
）に
札
幌
市
立
大
学
サ

テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、「
留
学
生
の
受
入
れ
・
派
遣
に
係
る

メ
ン
タ
ル
ケ
ア
に
つ
い
て
」が
テ
ー
マ
。ま
ず
始
め
に
、

池
田
伸
子
氏
（
北
海
道
自
動
車
短
期
大
学
学
生
相
談

室
）、
石
井
治
恵
氏
（
北
海
道
大
学
国
際
本
部
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
）、
三
上
謙
一
氏
（
北
海
道
教
育
大
学
保
健
管

理
セ
ン
タ
ー
准
教
授
）の
3
名
か
ら
、
各
大
学
で
の
取

組
や
対
応
に
つ
い
て
事
例
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
三

上
氏
か
ら
は
、
留
学
生
が
感
じ
る
特
有
の
環
境
変
化

に
よ
る
ス
ト
レ
ス
を
例
に
、
環
境
変
化
は
誰
に
と
っ

て
も
ス
ト
レ
ス
で
あ
る
こ
と
、
感
じ
た
不
安
を
気
軽

に
相
談
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
大
切
な
こ
と
、
困
難

な
状
況
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
人
間
関
係
の
構
築

が
重
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
は
各
大
学
か
ら
の
質
問
と
情
報
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
発
表
者
か
ら
は
、「
素
人

の
直
観
は
当
た
る
も
の
。
教
職
員
は
危
険
な
印
象
を

受
け
た
ら
、
す
ぐ
に
留
学
生
本
人
に
聞
い
て
み
る
か
、

一
緒
に
専
門
家
を

訪
れ
よ
う
と
誘
っ

て
み
る
」な
ど
、
教

職
員
が
そ
の
留
学

生
を
心
配
し
て
い

る
こ
と
を
、
必
ず

伝
え
た
ほ
う
が
よ

い
と
の
ア
ド
バ
イ

ス
が
あ
り
ま
し
た
。

国
際
プ
ラ
ザ
で
は
、
外
国
人
が
気
軽
に
参
加
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
地
域
住
民
と
交
流
す

る
機
会
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

12
月
8
日
（
土
）、
札
幌
大
学
と
福
住
町
内
会

が
協
力
し
て
行
う
留
学
生
の
た
め
の
も
ち
つ
き
大

会
に
、
外
国
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
観
光
日
本
文
化
グ

ル
ー
プ
が
参
加
し
、
折
り
紙
人
形
作
り
や
茶
道
を

体
験
で
き
る
ブ
ー
ス
を
開
設
し
ま
し
た
。

ま
た
、
12
月
27
日
（
木
）に
は
札
幌
圏
大
学
国

際
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
の
共
催
で
、
お
正
月
体
験

イ
ベ
ン
ト
を
交
流
サ
ロ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。
留

学
生
、
日
本
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
な
ど
合
計

72
名
が
参
加
。
羽
子
板
飾
り
や
し
め
縄
、
鏡
餅
な

ど
が
飾
り
付
け
ら
れ
た
会
場
で
は
、
振
袖
・
袴
の

着
付
け
を
体
験
し
た
参
加
者
が
楽
し
そ
う
に
写
真

を
と
っ
て
い
ま
し
た
。 

参
加
者
は
落
語
を
聞
い
た
り
、
二
人
羽
織
な
ど

の
ゲ
ー
ム
で
楽

し
ん
だ
り
し
た

ほ
か
、
年
賀
状

や
お
餅
、
み
か

ん
な
ど
で
お
正

月
気
分
を
満
喫
。

新
し
く
で
き
た

友
達
と
連
絡
先

を
交
換
し
あ
う

姿
も
み
ら
れ
ま

し
た
。

留
学
生
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
は
？

～
札
幌
圏
大
学
国
際
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
例
会

留
学
生
が
日
本
の　

 

お
正
月
を
体
験
！

「
も
っ
た
い
な
い
」が

エ
コ
に
つ
な
が
る
！

２
０
１
３
カ
レ
ン
ダ
ー 

リ
サ
イ
ク
ル
市

道
産
子
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

見
て
き
た
開
発
途
上
国

～
青
年
海
外
協
力
隊
帰
国
報
告
会
～

初めての振り袖姿。学生ボランティアも活躍

笑顔あふれる帰国隊員 5 名

フォーラム例会

カレンダーリサイクル市

交
流

多
文
化
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さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
は
世
界
的
に
知
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
中
国
の
瀋
陽
市
に
も
氷
雪
ま

つ
り
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
「
瀋
陽
国
際
氷
雪
ま

つ
り
」は
今
年
で
16
回
目
を
迎
え
、
1
月
10
日

か
ら
2
月
末
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

氷
雪
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
会
場
と
な
る
「
氷
雪

大
世
界
」は
、
観
光
名
所
の
棋
盤
山
（
き
ば
ん

ざ
ん
）大
世
界
に
あ
り
ま
す
。
期
間
中
、
氷
雪

大
世
界
に
は
、
全
長
2
0
0
m
ほ
ど
の
子
供

用
ス
キ
ー
コ
ー
ス
か
ら
、
初
中
上
級
者
向
け

の
コ
ー
ス
が
揃
っ
て
お
り
、
誰
で
も
ス
キ
ー

を
楽
し
め
ま
す
。
そ
り
滑
り
や
ス
ノ
ー
モ
ー

ビ
ル
を
は
じ
め
、
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
で
引
っ

張
る
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
な
ど
様
々
な
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
も
体
験
で
き
ま
す
。
氷
や
雪
の
彫

刻
ま
つ
り
も
同
時
に
開
催
さ
れ
、
夜
に
な
る

と
雪
像
や
氷
像
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
、

幻
想
的
な
世
界
を
演
出
し
ま
す
。会

場
に
は
農
家

風
ホ
テ
ル
や
、
飲

食
店
、
お
土
産
店

な
ど
が
点
在
し
、

温
泉
施
設
も
あ
り

ま
す
。
氷
像
を
見

た
り
、
ス
キ
ー
を

し
た
り
、
雪
遊
び

を
体
験
し
た
り
、

東
北
地
方
の
グ
ル

メ
を
味
わ
う
な

ど
、
瀋
陽
の
冬
も

魅
力
満
載
で
す
！

（
賀　

小
雲
）

札
幌
市
出
身
で
、

現
在
は
日
本
人
初
の

宝
飾
細
工
師
マ
イ
ス

タ
ー
と
し
て
ド
イ
ツ
・

バ
イ
エ
ル
ン
州
の

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
を
拠

点
に
活
躍
し
て
い
る
、

武
市
知
子
氏
が
、
11

月
に
来
札
し
ま
し
た
。

11
月
21
日
（
水
）か
ら
28
日
（
水
）ま
で
の
一
週

間
は
、
国
際
プ
ラ
ザ
で
作
品
展
示
と
制
作
実
演
も
。

ま
た
、
11
月
22
日
（
木
）に
は
、
ド
イ
ツ
・
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
セ
ミ
ナ
ー
～
マ
イ
ス
タ
ー
編
～
を
開
催
し
、

ド
イ
ツ
の
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
や
教
育
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
に

は
ド
イ
ツ
か
ら
来
て
い
る
札
幌
市
国
際
交
流
員
の

ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
フ
ィ
ー
ツ
ェ
ッ
ク
さ
ん
も
参

加
。
参
加
者
は
、
日
本
と
は
異
な
る
ド
イ
ツ
の
制

度
に
興
味
深
く
聞
き
入
り
、
質
疑
応
答
で
は
多
く

の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

武
市
氏
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

ク
リ
ス
マ
ス
市
i
n 

S
a
p
p
o
r
o
へ
の

特
別
ブ
ー
ス
出
展
や
ミ

ニ
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
実

施
。
マ
イ
ス
タ
ー
制
度

を
広
く
市
民
に
知
っ
て

も
ら
う
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

さ
っぽ
ろ
雪
ま
つ
り
の
開
催
に
合
わ
せ
、
2
月
4
日

（
月
）か
ら
7
日
（
木
）ま
で
、
札
幌
の
姉
妹
都
市
で
あ

る
、
大
田
広
域
市
か
ら
市
長
を
は
じ
め
と
す
る
市
民

訪
問
団
76
名
が
来
札
し
ま
し
た
。

2
月
5
日（
火
）に
は
、
大
田
‐
札
幌
姉
妹
都
市
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
20
名
が
国
際
プ
ラ
ザ
を
表
敬
訪
問
。

金
政
泰（
キ
ム
ジ
ョン
テ
）委
員
長
が「
札
幌
は“
来
る
”

と
い
う
よ
り
“
帰
る
”と
い
う
感
じ
が
す
る
ほ
ど
親
し

み
が
あ
る
街
。
大
田

に
は
フ
ー
ド
＆
ワ
イ
ン

フ
ェ
ス
タ
な
ど
、
世
界

中
の
ワ
イ
ン
や
食
べ
物

が
楽
し
め
る
イ
ベン
ト

や
、
そ
の
他
に
も
お
祭

り
が
た
く
さ
ん
あ
る
の

で
、
札
幌
の
方
々
も
ぜ

ひ
来
て
ほ
し
い
」と
話

し
て
い
ま
し
た
。

ぬ
り
絵
な
ど
を
楽

し
み
、「
ロ
シ
ア
の

旗
は
上
か
ら
白
、

青
、赤
な
ん
だ
ね
」

な
ど
、
外
国
に
興

味
を
持
っ
た
様
子

で
し
た
。

ま
た
、
2
月

7
日（
木
）と
8
日

（
金
）の
2
日
間
、

さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ

り
に
合
わ
せ
て
開

催
さ
れ
た
「
さ
っ

ぽ
ろ
雪
め
ぐ
り
回
廊
」の一
環
と
し
て
、
札
幌
駅
前

通
地
下
歩
行
空
間
の
北
3
条
交
差
点
広
場
で
、
姉

妹
都
市
を
紹
介
す
る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま

し
た
。
札
幌
市
の
5
人
の
国
際
交
流
員
が
進
行
を

務
め
、
姉
妹
都
市
5
都
市
の
特
徴
な
ど
を
紹
介
。

ま
た
、「
ミ
ュン
ヘ
ン
の
名
物
料
理
は
？
」 「
瀋
陽
故

宮
を
作
っ
た
の
は
？
」
な
ど
の
ク
イ
ズ
を
出
題
し
、

正
解
者
に
は
各
国
・
姉
妹
都
市
に
ま
つ
わ
る
賞
品

を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
し
た
。

2
日
間
で
約

1
0
0
名
の

方
々
に
お
立

ち
寄
り
い
た

だ
き
、
各
姉

妹
都
市
に
つ
い

て
、
楽
し
み

な
が
ら
知
っ
て

い
た
だ
く
機

会
と
な
り
ま

し
た
。

12
月
15
日
（
土
）、
札
幌
コ
ン
ベン
シ
ョン
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
た
「
S
O
R
A
こ
そ
だ
て
フ
ェス
テ
ィ
バ

ル
2
0
1
2
」に
、
国
際
プ
ラ
ザ
と
札
幌
姉
妹
都
市

協
会
が
姉
妹
都
市
を
紹
介
す
る
ブ
ー
ス
を
出
展
し

ま
し
た
。
ブ
ー
ス
を
訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
国
際

交
流
員
と一
緒
に
、
姉
妹
都
市
が
あ
る
国
の
国
旗
の

ド
イ
ツ
国
家
公
認
宝
飾
細
工
師

マ
イ
ス
タ
ー
が
来
札

韓
国
・
大て

田じ
ょ
ん

広
域
市
か
ら

市
民
訪
問
団
が
来
札

知
っ
て
る
？札

幌
の
姉
妹
都
市

ミュンヘンセミナー

マイスターによるジュエリー作品

SORA こそだてフェスティバル

姉妹都市紹介ステージ

大田－札幌姉妹都市委員会のメンバーが表敬訪問

「
札
幌
姉
妹
・
友
好
都
市
の
今
」
は
札
幌
市
の

国
際
交
流
員
が
お
届
け
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

写真提供：瀋陽日報

札
幌
姉
妹
・
友
好
都
市
の
今

 

～
瀋
陽
の
氷
雪
ま
つ
り
～

市
交
流

都

姉
妹
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国
際
プ
ラ
ザ

で
は
、
2
月
26

日
（
火
）・
27
日

（
水
）の
2
日
間
、

M
I
C
E
コ
ン

テ
ン
ツ
マ
ー
ト

（
2
ペ
ー
ジ
参

照
）
に
合
わ
せ
、

M
I
C
E
ア
カ

デ
ミ
ー
「
会
議
・

イ
ベ
ン
ト
等
の

業
務
担
当
者
就

職
フ
ェ
ア
」を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国
が

進
め
る
雇
用
創
出
事
業
の
一
つ
と
し
て
国
際
プ
ラ

ザ
が
受
託
し
て
実
施
す
る
も
の
で
、
M
I
C
E
関

連
業
界
へ
の
就
職
を
目
指
す
求
職
者
を
対
象
に
、

就
職
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
や
求
職

相
談
な
ど
を
主
な
内
容
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
フ
ェ
ア
で
は
、
M
I
C
E
業
界
情
報
や
就

業
経
験
談
の
講
演
の
ほ
か
、
同
時
通
訳
を
使
っ
た

国
際
会
議
や
コ
ン
テ
ン
ツ
展
示
の
見
学
、
国
際
的

に
活
躍
す
る
業
界
著
名
人
の
セ
ミ
ナ
ー
、
さ
ら
に

は
M
I
C
E
関
連
企
業
と
の
求
職
相
談
な
ど
も
実

施
。
1
0
0
名
余
り
の
参
加
者
は
ど
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

特
に
、
日
本
政
府
観
光
局
ソ
ウ
ル
事
務
所
誘

致
部
長
の
任
榮
鴻
（
イ
ム
・
ヨ
ン
ホ
ン
）氏
に
よ

る
「
韓
国
か
ら
見
た
札
幌
／
北
海
道
の
M
I
C
E

の
魅
力
」、
社
団
法
人
日
本
観
光
振
興
協
会
副
会

長
舩
山
龍
二
氏
に
よ
る
「
日
本
M
I
C
E
の
現
在

と
未
来
」
の
両
セ

ミ
ナ
ー
は
多
く
の

参
加
者
か
ら
「
役

立
つ
ア
ド
バ
イ
ス

だ
っ
た
」と
好
評
を

得
ま
し
た
。

昨
年
6
月
の

【
初
級
編
】、
7

月
の
【
中
級
編
】、

10
月
の
【
企
業
セ
ミ
ナ
ー
】
と
、
今
年
度
は
2

～
4
日
間
の
4
つ
の
コ
ー
ス
で
実
施
し
た
こ
の

M
I
C
E
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
次
年
度
で
3
カ
年
計

画
の
最
終
年
度
を
迎
え
、
実
際
の
雇
用
へ
と
結
び

つ
く
成
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
国
際
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

2
0
1
3 

i
n 

青
森
」が
、
去
る
３
月
14
、
15

日
、
青
森
市
・
弘
前
市
で
開
催
。
全
国
の
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
関
連
団
体
・
企
業
な
ど
70
名
余
が

参
加
し
、「
チ
ー
ム
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
日
本
、新
た
な
挑
戦
」

を
テ
ー
マ
に
日
本

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
振
興

に
向
け
て
議
論
が

か
わ
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た

「
ワ
・
ラ
ッ
セ
」は
、

大
型
ね
ぶ
た
の

展
示
場
で
も
あ
り
、

ね
ぶ
た
祭
の
魅
力

を
感
じ
な
が
ら
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

初
日
は
、「“
縄
文
”か
ら
現
代
を
考
え
る
」と

題
し
、
縄
文
文
化
の
視
点
に
立
っ
た
観
光
・
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
の
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
の
特
別
講
演
か
ら

始
ま
り
、
次
の
東
北
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
青
森
県

に
お
け
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
へ
の
取
組
戦
略
の
説
明
と
こ

れ
を
受
け
た
参
加
者
と
の
や
り
取
り
が
あ
り
ま
し

た
。
後
半
に
は
「
地
域
が
つ
な
が
る
︱
新
幹
線
と

ま
ち
お
こ
し
」「
地
域
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
新
た
な
動
き

︱
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
」を
テ
ー
マ
に
し
た
２
つ
の

分
科
会
を
開
催
。
参
加
者
間
で
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
２
日
目
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
、
観
光
庁
の
高
見
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
推

進
担
当
参
事
官
ら
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎
え
、
国
際

競
争
の
中
で
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を
展
望

し
ま
し
た
。
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
後
の
弘
前
市

内
で
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
「
街
の
魅
力
と
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
」と
題
し
て
、

弘
前
を
は
じ
め
各

地
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
情
報
交
換

す
る
な
ど
、
全
国

の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
最
新

情
報
を
共
有
す
る

場
と
な
り
ま
し
た
。

国
際
プ
ラ
ザ
で
は
、
2
0
1
1
年
度
に
引

き
続
き
、
環
境
団
体
等
と
連
携
し
な
が
ら
市
民

の
方
々
の
環
境
意
識
を
高
め
、
よ
り
持
続
可

能
な
地
球
環
境
の
形
成
を
目
指
し
た
イ
ベ
ン
ト

「
G
r
e
e
n
e
r 

W
e
e
k 

2
0
1
2
」を
実

施
。「
未
来
に
輝
く
北
海
道
の
た
め
に
」い
ま
私
た

ち
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
－
と
い
う
テ
ー
マ
に

よ
り
、
10
月
10
日
か
ら
11
月
11
日
ま
で
の
約
1
か

月
間
に
わ
た
っ
て
6
つ
の
一
連
の
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
ま
し
た
。

“
G
r
e
e
n
e
r
”と
は
、
地
球
環
境
に
関
心

を
持
ち
、
環
境
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
人
を
指

し
、
札
幌
駅
前
通
地
下
歩
行
空
間
で
の
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
と
グ
リ
ー
ナ
ー
ス
ト
ア
等
の
開
設
、
北
海
道

大
学
構
内
で
の
自
転
車
「
ベ
ロ
タ
ク
シ
ー
」の
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
運
行
、
自
然
と
の
共
生
の
視

点
か
ら
の
ア
イ
ヌ
文
化
と
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
を

学
ぶ
、
エ
コ
ラ
イ
フ
の
魅
力
を
学
ぶ
八
剣
山
ス
ロ
ー

バ
ス
ツ
ア
ー
、
白
旗
山
植
林
体
験
ツ
ア
ー
、
ク
イ
ズ

形
式
の
消
費
者
セ
ミ
ナ
ー
、
北
海
道
を
舞
台
に
し
た

能
の
公
演
な
ど
を
実
施
し
、
多
彩
な
催
し
に
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
多
く
の
関
心
を
集
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
札
幌
市
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
総
合
戦
略
の
中
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
環
境
系
会
議
週
間
「
さ
っ

ぽ
ろ
G
r
e
e
n
e
r 

W
e
e
k
」の
前
哨
事
業

で
あ
り
、
市
民
の
環
境
意
識
の
醸
成
を
図
る
と
と

も
に
、
国
際
プ
ラ
ザ
が
推
進
す
る
グ
リ
ー
ン
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
の
振
興
と
そ
の
市
民
理
解
を
進
め
て
い
く
た

め
の
も
の
で
す
。

今
後
も
継
続
的

な
事
業
実
施
を
図

り
、「
さ
っ
ぽ
ろ

G
r
e
e
n
e
r 

W
e
e
k
」
の
実

行
、
環
境
系
会
議

の
誘
致
・
創
出
を

目
指
し
ま
す
。

八剣山スローバスツアー

会
議
・
イ
ベ
ン
ト
等
の

	
業
務
担
当
者
就
職
フ
ェ
ア

～
M
I
C
E
ア
カ
デ
ミ
ー
～

全
国
か
ら
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
関
係
者
が
集
合
！

～
国
際
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

フ
ォ
ー
ラ
ム 

i
n 

青
森 

開
催
～

G
r
e
e
n
e
r 

W
e
e
k

 

2
0
1
2
の
実
施

コンベンショ
ン
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Information インフォメーション

コンベンション
カレンダー

国際プラザ・コンベンションビューロー
では、札幌市内で開催が予定されている
主なコンベンションで、主催者側から公
表が許可されているもののみ、ホーム
ページ上の「コンベンションカレンダー」
にて公開しております。コンベンション
カレンダーは半期に一度更新を行ってお
り、約 1 年先までの開催情報だけでは
なく、既に開催された過去の情報も提供
しておりますので、ご活用ください。

北
ほっかいどう

海道に住
す

む外
がいこくじん

国人のために、在
ざいりゅう

留資
し か く

格・家
か ぞ く

族の呼
よ

び寄
よ

せ・交
こうつう

通事
じ こ

故・国
こくさい

際

結
けっこん

婚・離
り こ ん

婚・職
しょくば

場のトラブル・相
そうぞく

続など、生
せいかつ

活の中
なか

の問
もんだい

題について弁
べ ん ご し

護士、行
ぎょうせい

政

書
し ょ し

士が相
そうだん

談にのります。予
よ や く

約は必
ひつよう

要ありません。日
に ほ ん ご

本語と英
え い ご

語で相
そうだん

談できます。

※ 秘
ひ み つ

密は守
まも

られます。

http://www.conventionsapporo.jp/
j/meeting/calendar/calendar.html

国際コンベンション
2013 年 5 月 第 5 回 3 次元電磁探査国際シンポジウム （100 名）

7 月 第 36 回内藤コンファレンス （85 名）

7 月 ITU-R Study Group 5 Working Party 5D （220 名）

8 月 第 16 回均一系不均一系触媒国際会議 (ISHHC2012) （500 名）

9 月 2013 年ワールドフラワーカウンシル　サッポロサミット （300 名）

10 月
The 18th Workshop on Synthesis And System Integration of Mixed 
Information technologies (SASIMI2013)

（300 名）

国内コンベンション
2013 年 5 月 QC サークル札幌大会 （1000 名）

6 月 日本病理学会総会 （3000 名）

7 月 The 6th Pacific RIM Conference on Mathematics 2013 （300 名）

7 月 日本ボディビル連盟主幹大会 （900 名）

8 月 日本理科教育学会 （1000 名）

9 月 第 36 回内藤コンファレンス （65 名）

9 月 第２回病院ボランティア国際フォーラム （500 名）

9 月 日本心理学会第７７回大会 （3500 名）

10 月 日本血液学会学術集会 （4500 名）

開
かいさい

催日
び

時
じ

　間
かん

主
おも

な相
そうだんいん

談員 相
そうだん

談できること
4月5日（ 金

きんようび
） 13:00~16:00 行

ぎょうせい
政書

し ょ し
士 ビ

び ざ
ザ、国

こくさい
際結
けっこん
婚など

6月9日（ 日
にちようび

） 13:00~16:00 各
かく

分
ぶん

野
や

の専
せん

門
もん

家
か セ

せ
ミ
み
ナ
な
ー
ー
『年
ねんきん
金』

法
ほうりつ
律、ビ

び ざ
ザ、税

ぜいきん
金、年

ねんきん
金

8月31日（土
どようび

） 14:00~17:00 弁
べ ん ご し

護士 離
りこん
婚・職

しょくば
場のト

と
ラ
ら
ブ
ぶ
ル
る
・相
そうぞく
続など

10月4日（ 金
きんようび

） 13:00~16:00 行
ぎょうせい

政書
し ょ し

士 ビ
び ざ
ザ、国

こくさい
際結
けっこん
婚など

11月30日（土
どようび

）
13:00~14:30

弁
べ ん ご し

護士
セ
せ
ミ
み
ナ
な
ー
ー
（テ

て
ー
ー
マ
ま
未
みて い
定）

14:30~ 17:00 離
りこん
婚・職

しょくば
場のト

と
ラ
ら
ブ
ぶ
ル
る
・相
そうぞく
続など

2014年 2月15日（土
どようび

） 14:00~17:00 弁
べ ん ご し

護士 離
りこん
婚・職

しょくば
場のト

と
ラ
ら
ブ
ぶ
ル
る
・相
そうぞく
続など

受
うけつけ
付終

しゅうりょう
了は終

しゅうりょう
了時

じか ん
間の 30分

ぷんまえ
前　共催：外国人法律支援ネットワーク、北海道在留手続協議会

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

や
、
地
域
の
た
め
に

も
な
る
よ
う
な
事
業

を
創
出
し
よ
う
と
、

2
月
8
日
（
金
）、
市

内
の
食
品
、
流
通
、

運
輸
関
連
の
9
社
と

団
体
で
「
さ
っ
ぽ
ろ

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ビ
ジ

ネ
ス
・
ク
ラ
ブ
」が
結

成
さ
れ
ま
し
た
。

海
外
と
の
交
流
事
業
な
ど
で
培
っ
た
人
脈
を
生

か
し
、
ク
ラ
ブ
独
自
の
活
動
展
開
を
通
じ
て
、
札

幌
の
街
に
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
の
タ
ネ
を
ま

き
、
地
域
の
活
性
化
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

第
一
弾
と
し
て
、
札
幌
へ
の
M
I
C
E
誘
致
に

取
り
組
む
札
幌
国
際
プ
ラ
ザ
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ビ
ュ
ー
ロ
ー
と
、
タ
イ
国
政
府
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

＆
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
T
C
E
B
）

の
提
携
調
印
式
が
行
わ
れ
た
チ
ェ
ン
マ
イ
に
会
員

が
同
行
し
、
同
国
政
府
関
係
者
等
と
の
人
脈
づ
く

り
や
、
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど

様
々
な
テ
ー
マ
で
情
報

交
換
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
新
千
歳
と
バ
ン
コ

ク
の
定
期
直
行
便
が
就

航
し
た
タ
イ
と
の
交
流

の
拡
大
に
つ
な
げ
た
い

と
し
て
い
ま
す
。

タイ訪問の様子

同クラブ設立総会

さ
っ
ぽ
ろ
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ビ
ジ
ネ
ス
・
ク
ラ
ブ
結
成

外
が い こ く じ ん

国人のための 無
むりょう

料相
そうだんかい

談会Free Legal Consultation for Foreign Nationals

E
-m

ail:sicpf@
plaza-sapporo.or.jp

U
R

L:http://w
w

w
.plaza-sapporo.or.jp

札
幌
国
際
プ
ラ
ザ

公益
財団
法人

時
計
台
前
か
ら

印
刷　

㈱
プ
リ
プ
レ
ス
・
セ
ン
タ
ー

編
集
・
発
行

vol.77
2013年4月
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１
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ビ
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E
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F
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３
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７
３
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